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■システム開発サービス総市場は、2016年度前年度比101.2％の7兆871億円、2017年度同
102,3％の7兆2,534億円、内、ＳＩ型開発サービス市場は2016年度前年度比101.7％の4
兆1,402億円、2017年度同103.5％の4兆2,835億円と堅調に推移。

■ＳＩ型開発サービス市場の9.8％を占めるクラウドＳＩが2016年度前年度比25.6％増と急成
長しており、2024年度までの年平均成長率は20.0％増。市場規模は2016年度の3,705億円
から2024年度の1兆6,462億円へ。

　IT/ネット分野専門の市場調査機関として26年の実績のある株式会社ミック経済研究所（本社：東京都港
区、社長：有賀 章）は、国内ＳＩ・開発サービス市場動向を分析したマーケティング資料「ＳＩ・開発サービス
市場の実態と展望 2017年度版」を2017年9月に発刊したと発表しました。
　同資料は、国内の主要ＳＩ企業、ＣＩ（クラウドインテグレータ）企業等35社を調査し、収録個票の数値を積
上げて全体を推計。35社のＳＩ型開発サービス売上合計は2016年度2兆6,829億円となり、ＳＩ型開発サービ
ス市場4兆1,402億円の64.8％をカバーします。

　本調査におけるＳＩ型開発サービス市場とは、システム開発サービス総市場のうち、コンサルティングサー
ビスを除く、システムインテグレーション、ネットワークインテグレーションに伴うＳＥサービスとする。なお、ＳＥ
サービスの受注形態は、プライマリー受注かつプロジェクトを一括して請け負う形となっている。
　調査期間2017年6月～8月。調査対象年度は2015年度～2017年度の3ヵ年。予測は2024年度まで。
　なお、調査ＳＩ型開発サービス市場のセグメンテーション毎の定義は下記の通り。

IT戦略・計画立案、ＩＴ診断/企画・立案、システム化計
画・要件定義といったＩＴコンサルティング

※ＢＰＲコンサルのようなビジネスコンサルティング、ＥＲ
Ｐ/ＳＣＭ/ＣＲＭ/Ｅビジネスなどのソリューションコンサ
ルティングも含む

ＳＩ型開発サービス

システムインテグレーション、ネットワー
クインテグレーションに伴うＳＥサービス
のうちプライマリー受注かつプロジェクト
を一括して請け負う形のもの

支援・受託型
開発サービス

ユーザー企業のシステム開発の一部を
担うもの同業他社からのセカンダリー受
注及び派遣を含む。



【問い合わせ先】

　なお、同資料「ＳＩ・開発サービス市場の実態と展望2017年度版」の体裁はA4判322ページのバインダー製
本で、価格は205,200円(税込)、CD-ROM版410,400円(税込)となる。

株式会社ミック経済研究所
担当：小林
東京都港区芝4-7-8　芝サンエスワカマツビル10F
TEL：03-5443-2991
E-mail：ykobayashi@mic-r.co.jp

【クラウドＳＩ需要が高まり安定成長が続く】
　2016年度システム開発サービス総市場は7兆871億円、前年度比101.2%の微増となっている。堅調なコン
サルティングサービス市場に加え、高成長のクラウドＳＩが今後も活用が広がることで、2024年度までに市場
規模は年平均成長率1.9%増で拡大する結果、8兆2,602億円に達すると予測している。（図表1参照）
　継続的な成長の背景には、パブリッククラウドであるPaaSあるいはIaaS上で行われるシステム構築に加え
て、プライベートクラウド、オンプレミスを組み合わせたハイブリッドクラウド環境での統合システム基盤の構
築の増加やAWS上でのSAPのシステム開発の需要増などがある。

２．ＳＩ型開発サービス市場の動向

　ソリューション別にみた場合は、2016年度の35社のＳＩ型開発サービス売上高構成比で、最大のセグメント
は、37.9％のウエイトを占める基幹業務システム向けであった。2017年度は前年度比102.7％と堅調に推移
する見込みである。以下、業界・業種特化型業務システム向けが14.7％、セキュリティや決済などの「その他
ソリューション向け」が同10.6％を占めている。（図表3参照）
伸長率では2017年度ビッグデータ分析関連システム向け、およびAI/ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ関連システム向けが共
に前年度比111.5％と高い伸びが見込まれる。

　2016年度のＳＩ型開発サービス売上高は前年度比101.7％と微増であった。内訳は従来型ＳＩが同100.5％
とほぼ横ばい、クラウドＳＩが同125.6％と高い成長であった。2017年度は従来型ＳＩが前年度比102.4％と上
向き、クラウドＳＩが同124.0％と引き続き好調に推移する見込みである。
　売上高構成比でみると、2016年度の従来型ＳＩが91.1％、クラウドＳＩが8.9％だったのが、2017年度はそれ
ぞれ89.3％と10.7％、2024年度では67.6％と32.4％というようにクラウドＳＩが全体のおよそ3分の1まで増える
予測である。（図表2参照）
2016年度のＳＩ型開発サービスはフロント系システムの機能追加・改善が2015年度に引き続きあったものの、
大型基幹系システムの刷新、更改、統合案件が減少した影響で、1.7％増の伸び率であった。反対に支援・
受託型開発サービスは、金融案件の継続がなかったため、トータルでは横這いとなっている。

１．システム開発サービス総市場推移予測



＜図表1＞システム開発サービス市場の中期推移（2015～2024年度)

（単位：百万円）

※クラウドＳＩの数字はシステムインテグレーション型開発に占めるクラウド上の開発の売上高を集計した。

 ＜図表2＞ＳＩ・開発型（システム･インテグレーション型）システム開発サービスの構成比推移

 ＜図表3＞調査35社・ＳＩ型ｼｽﾃﾑ開発ｻｰﾋﾞｽ売上高 ｿﾘｭｰｼｮﾝ別構成（2016年度）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

7,005,150 7,087,180 7,253,400 7,400,090 7,537,150 7,668,780 7,812,330 7,953,570 8,107,800 8,260,230

219,300 226,700 235,750 244,000 252,500 261,380 270,530 280,000 289,800 299,950

6,785,850 6,860,480 7,017,650 7,156,090 7,284,650 7,407,400 7,541,800 7,673,570 7,818,000 7,960,280

4,071,026 4,140,230 4,283,500 4,384,500 4,485,350 4,588,500 4,703,200 4,820,780 4,950,950 5,084,630

ＳＩ 3,776,026 3,796,730 3,889,000 3,930,830 3,963,630 3,988,520 4,013,220 4,027,280 4,038,250 4,034,630

クラウドSI（※） 295,000 370,500 459,500 551,400 661,680 794,000 952,800 1,143,300 1,371,900 1,646,200

2,714,824 2,720,250 2,734,150 2,771,590 2,799,300 2,818,900 2,838,600 2,852,790 2,867,050 2,875,650

システム開発サービス売上高（全体）

 コンサルティングサービス

システム開発サービス

ＳＩ・開発型（システム･インテグレーション型）

支援・受託型

7.2% 8.9% 10.7% 12.6% 14.8% 17.3% 20.3% 23.7% 27.7% 32.4%

92.8% 91.1% 89.3% 87.4% 85.2% 82.7% 79.7% 76.3% 72.3% 67.6%
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ＳＩ・開発型（システム･インテグレーション型）システム開発サービスの構成比

推移

クラウドSI 従来型ＳＩ

基幹業務システム向け, 

37.9%

CRMシステム向け, 9.5%

SCMシステム向け, 3.3%Ｗｅｂ/ＥＣシステム向け, 4.7%

モバイルアプリケーション向

け, 3.4%

FinTech関連システム向け, 

0.9%

ビッグデータ分析関連システム向け, 

6.5%

IoT/M2M関連システム向け, 

3.8%

AI/ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞ関連システム

向け, 2.8%

ワークスタイル変革ソリュー

ション向け, 2.0%

業界・業種特化型業務システム, 

14.7%

その他ソリューション向け

売上高, 10.6%

調査35社・ＳＩ型ｼｽﾃﾑ開発ｻｰﾋﾞｽ売上高 ｿﾘｭｰｼｮﾝ別構成


